
いよいよ8つのプロジェクトごとの活動が実際に動き出しました。

分野別講話のまとめと発表準備。
　　　　　　　　　　科目選択へ向けた進路学習を行いました。

起業プロジェクト

介護プロジェクト

産業社会と人間～1年～

Vol.11
本校は、「時代の変化・地域の課題に対応した新たなタイプの学校」として、2023年4月にリニューアルしました。

この通信では、犬総の特色ある科⽬である、1年⽣「産業社会と人間」2年⽣「地域探究Ⅰ」3年⽣「地域探究Ⅱ」

を中心に、校内外でのさまざまな学びの様子をお届けします。
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地域探究Ⅰ～2年～

～分野別講話のまとめ～

～学問調べ～

1年生は、4月5月で実施した、4回の分野別講話を振

り返り、学んだことや気づいたことを文章にまと

め、自分の考えを伝えるためにスライド作成も行いま

した。作成したスライドは各自練習をして7月上旬に

クラスで発表をする予定です。

また、月の後半からは進路学習に取り組み、大学や

専門学校で学べる学問について調べました。興味・関

心のある分野を深く知ることで、今後の進路選択や来

年度の科目選択について考える機会となりました。

夏休み前には、卒業後の進路を見据えながら、3年間

の履修計画づくりにも取り組みます。高校生活の学び

を主体的にデザインする第一歩となっています。

地探Ⅰでは、8つのプロジェクトに分かれて課題に取

り組んでいます。各プロジェクトでは、専門家を交え

たセッションを実施し、それぞれのテーマについて理

解を深めました。

また、協力いただいている施設への訪問や対象者との

交流も始まり、地域や社会の課題をより身近なものと

して捉える機会となっています。

現在は、夏休みにかけてグループごとの調査や活動を

実施できるよう、話し合いを重ねながら計画づくりを

進めています。探究活動がいよいよ本格的に動き出し

ています。

コミナス出発♪♪
各グループのプロジェクトへGO！

コミナスプロジェクト

共生プロジェクト



～探究計画書作成～

～探究計画書発表～

T AP

P I K U T NO

福 祉 ヒ － ロ ズ－社 会

犬南グリーンの会が主催する防災キャンプに参加しました。

学校の体育館に実際に宿泊し、避難所生活を体験するととも

に、犬山市に配備されている災害用テントの設営方法を学び

ました。防災に関する知識を楽しく学べるゲームにも取り組

み、防災意識を高める機会となりました。食事づくりでは、

参加者全員で野菜を切ってカレーを作り、牛乳パックを活用

して皿やスプーンを作成するなど、災害時に役立つ工夫も体

験しました。

実践的な活動を通して、防災について学ぶとともに、仲間と

協力しながら楽しく防災を体験するよい機会となりました。

総合学科推進部主任
長谷川侑風先生

自分の「好き」や興味と地域課題を結びつけながら、自分だけの探究を形に

していくために具体的に計画し、いよいよ動きだしていきます。
地域探究Ⅱ～3年～

産業社会と人間や地域探究Ⅰでもお世話になっている、

特別養護老人ホームぬくもり第二の施設長とサンビレッ

ジの方々が参加するプロジェクトに、これまで探究活動

で福祉分野に関わってきた生徒たちが参加しています。

生徒たちは、そのプロジェクトの中で、「地域と施設の

垣根をなくす」をテーマに活動しています。その活動の

一環として、毎年施設で開催されている夏祭りで、「五感

を感じる」夏祭りになるような企画を考えています。

「施設を利用される方々が本当に望んでいるものは何

か」「どのような寄り添い方ができるのか」を考えなが

ら、利用者の皆さんに喜んでいただける企画づくりに取

り組んでいます。夏祭り本番に向けて、これから活動を

さらに深めていきます。

地探Ⅱでは、それぞれの興味や関心をもとに探究テー

マを設定し、なぜそのテーマに取り組むのか、自身の

経験や疑問と結び付けながら探究計画書①を作成しま

した。現在は、先行研究や類似の活動事例を調べ、探

究の方向性や方法を整理する探究計画書②の作成に取

り組んでいます。

また、昨年探究活動を経験した卒業生（OB）も来校

し、テーマ設定や調査の進め方についてアドバイスを

してくれました。

訪問先や協力者の方への連絡・依頼も自分たちで行

い、探究活動に必要な準備を進めています。

夏休みから本格的な活動を開始できるよう、一人ひと

りが主体的に計画を練り、探究をスタートさせる準備

を整えています。

　皆さんこんにちはー！総合学科推進部の長谷川です。今年度の探究も盛り上がっていますね！毎週皆さんの活動を見な

がら回っていると「こんなことしたい」「これやってみよう」が沢山あふれていて、とてもワクワクした気持ちになります。

夏休み、一体どんなことをやってくれるのでしょうか？じっくり調べようとしている人、夏休みに学校を飛び出して活動

をしようとしている人、夏休み明けの活動に向けて英気を養おうとしている人、色々な計画を立てていることでしょう。

今の自分に必要な活動に「ちょっと」取り組んでみてほしいなと思います。 

　また、先日お昼の放送でお伝えした楽田の夏祭りのボランティアも「参加したい！」という人が沢山お話を聞きに来て

くれました！自分の時間を使って「ちょっと面白そうだからやってみよう」と行動できる皆さんの姿を見ていると、私も

元気が出てきます！ この夏、「ちょっと」の一歩が大きな発見につながるかもしれません。

　夏休み明けには、チェンジメーカーの皆さんの活躍を沢山聞かせてください！探究は楽しんだ者勝ちです！！

災害用テントの設置 牛乳パックで
皿とスプーンづくり

防災食朝ごはん配布

いつもお世話になっているPTAの皆様

と一緒に、校内の花壇に花を植えま

した。 色とりどりの花が学校を彩る

だけでなく、作業を通して保護者の方

同士や教職員との交流を深める機会

にもなりました。

新たに発足！
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